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第15回 南るもい農業協同組合通常総会
南るもい農業協同組合第14回通常総会が₄月₇日
㈮午後₁時30分より、増毛町文化センターにおいて組
合員本人出席および書面議決合わせて236名が出席の
もと開催されました。
橋村組合長が開会挨拶、来賓の増毛町堀町長、留萌
振興局鈴木地域産業担当部長、系統連合会を代表して
ＪＡ北海道共済連旭川支所上田支所長の祝辞のあと、
議長に、中舘寛氏（増毛地区）を満場一致で選出し議
事に入りました。
平成28年度決算における当期未処分剰余金31,997
千円の処分について、内部留保として、利益準備金
6,000千円、任意積立金8,200千円、出資配当金2,426
千円、事業分量配当金9,030千円として、残り6,340千
円を次期に繰越す事を承認した。
昨年が最終年の取組でありました第₃次南るもい
地域農業振興計画・農協経営計画の目標実現に向けて
農協と組合員が一体となって取り組んでまいりまし
た。本来であれば、本年度より第₄次の農業振興計画・
経営計画をスタートさせる予定でしたが、平成30年か
らの生産調整見直しや収入保険制度・各種助成金の内
容が未確定のため一年間延期したうえで、本年度にお
いて組合員及び各行政・関係機関とも十分協議したな
かで、次期農業振興計画・農協経営計画の策定に向け
取り組んでまいります。
また、₃年前から検討してまいりました農機整備工
場の移転について、地区別懇談会において将来を見
据えた建設地の選定について検討すべきとの指摘も
あったことから、再検討すべきと判断し、もう一年か
けて協議することといたしました。

一方、農協経営を取り巻く環境は依然として厳し
いものがありますが、金融・共済事業については員
外への積極的な事業展開をするとともに、生活店舗
については地元農畜産物の販売を中心に他店との差
別化や燃料事業については自動車総合事業の推進と
いった店舗・スタンドの改装に当たっての原点に帰っ
て選ばれる店を目指してまいります。同時に、「組合
員満足度向上方策」の確実な実践により組合員からも
選ばれる農協を目指してまいります。
同時に、昨年より導入している人材育成型の人事
考課制度については、本年度より考課結果をなんら
かの形に反映した中で取組を強化するとともに、組
合員やお客様に信頼される職員の育成に向け、各種
資格の取得や各種研修会への積極的な参加と、「内部
統制文書」に基づいた業務の実践・検証を行いながら
事務ミスの防止に努めてまいります。
各部門の取扱計画は、販売2,514百万円・生産資材・
農機整備合わせて977百万円・生活店舗737百万円・
燃料554百万円・貯金残高14,850百万円・長期共済新
契約1,800百万円等となっており、各議案ともそれぞ
れ承認され、議事は終了いたしました。
また、永年勤続表彰の対象となった下記の職員に
対し、橋村組合長から感謝状と記念品が贈られた。

〈30年勤続職員〉（敬称略）
◦吉田　文彦
〈20年勤続職員〉（敬称略）
◦山崎　将克
◦梶間　由寛
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小平町和牛生産改良組合 通常総会

ＪＡ農機展示会の開催

果樹協会 現地研修会開催される

組合員の皆様へお知らせ
組合員資格の確認について

１．お名前、ご住所が変わった方
２．正組合員から准組合員への資格変更
◦農業経営にかかる耕作面積に異動があり、耕作面積が１ヘクタール未満になった方
◦１年のうち１５０日以上農業に従事しなくなった方

３．准組合員から正組合員への資格変更
◦農業経営にかかる耕作面積に異動があり、耕作面積が１ヘクタール以上になった方
◦１年のうち１５０日以上農業に従事するようになった方

４．その他
◦相続による名義変更が必要な方

平素より当組合の事業につきましてご理解、ご協力を賜り厚く御礼申し上げます。
さて、組合員資格については、組合加入当時より下記の項目について変更がないかご確認をお願
いしております。以下に該当する方は、お手数をお掛けいたしますが、最寄の本所、支所までご連
絡をお願いします。

平成29年度小平町和牛生産改良組合通常総会が₄月₃日㈪午後₁
時30分よりＪＡ南るもい小平支所で開催されました。
安田改良組合長の挨拶に始まり、小平町関町長より祝辞を頂いた
あと、ＪＡ南るもい橋村組合長より祝辞を頂き、安田組合長を議長
として平成28年度事業報告並びに収支決算、人工授精会計収支決算、
平成29年度事業計画並びに収支予算案、人工授精会計収支予算案に
ついて審議され全議案とも原案通り承認されました。
その他として、種雄牛精液の価格・南るもい育種価の公表を行い
ました。
最後に、今年は宮城全共があるため、今までの歩みをまとめた
DVDを上映し終了致しました。

₄月₁日㈯に小平メロン選果場、₅日㈬に幌糠資材倉庫で開催されました。
両日とも天候が良く、小平会場では133名、幌糠会場では67名と昨年を上回る来場者で、₂会場での売上額
が8,300千円となりました。
ご来場された組合員の皆様には、深く感謝申し上げますとともに、また来年度も展示会を開催したいと考え
ておりますので、どうぞ宜しくお願い致します。

平成29年₄月25日に増毛町果樹協会の現地研修会が暑寒沢自治会館で開催されました。
当日は、生産者32名が参加し、留萌農協改良普及センター南留萌支所の松谷主査を講師として行われました。
まず、今年の例年より早い融雪状況や気温の推移の説明があり、その後、これから発生が増えそうな病害虫
への対策や、今後の作業内容について確認しました。
開花時期に発生することもある凍霜害に対しての基本的な対策、並びに他産地で行われている対策の説明も
ありました。
₅月上旬にはさくらんぼの開花が、それを追うようにりんご、なしも咲き始め、果樹園も本格的に作業の時
期に入ります。
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